
あいさつする代表委員・北野弘久日本大学教授

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
①
「
合
衆
国
内
国
歳
入
庁

(
I
R
S
)
の
納
税
者
権
利
保
障
制
度

改
革
」
ー
ア
メ
リ
カ
税
務
行
政
視
察
記
ー
を
熊
沢
通
夫
（
経
済
評
論
家
・
九
九
年
米
国
税

務
行
政
視
察
団
事
務
局
長
）
‘
②
「
北
村
人
権
侵
害
事
件
全
面
勝
利
が
示
す
も
の
」
を
小

川
達
雄
（
主
任
弁
護
人
・
弁
護
士
、
京
都
法
律
事
務
所
）
か
ら
報
告
を
受
け
た
。
い
づ
れ

も
時
宜
に
か
な
っ
た
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
意
義
が
説
明

第
二
部

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

総
会
で
は
、
北
野
弘
久
代
表
委
員
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
一
年
間
の
活
動
報
告
を
吉
本

貢
（
事
務
局
・
税
理
士
）
、
来
年
度
活
動
方
針
案
を
、
村
上
晴
男
（
事
務
局
・
税
理
士
）

が
行
っ
た
。

決
算
報
告
と
予
算
案
お
よ
ひ
次
期
役
員
の
提
案
を
湖
東
京
至
（
事
務
局
長
）
が
行
っ
た
。

監
査
報
告
を
経
た
後
、
活
動
報
告
、
決
算
及
び
予
算
案
、
ま
た
今
後
、
会
を
運
営
し
て

い
く
役
員
と
活
動
方
針
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
て
、
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

来
賓
と
し
て
池
田
幹
幸
議
員
の
あ
い
さ
う
を
う
け
、
河
村
た
か
し
議
員
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

第

一
部

総

会

報

告

つ
く
る
会
）

去
る
五
月
一
三
日
に
東
京
四
谷
、
主
婦
会
館
八
階
す
い
せ
ん
の
間
で
、

ム
の
定
期
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

T
C
フ
ォ
ー
ラ

第
一
部
総
会
の
司
会
を
、
益
子
良
一
（
事
務
局

・
税
理
士
）
が
、
第
二
部
、
ソ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
司
会
を
、
湖
東
京
至
（
事
務
局
長

・
静
岡
大
学
教
授
）
が
担
当
し
た
。

当
日
は
、
学
者
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
中
小
事
業
者
、
そ
し
て
業
者
団
体
や
労
働
組
合

な
ど
四
二
名
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
。

さ
れ
、
日
本
で
の
納
税
者
権
利
保
障
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
レ
ジ
ュ
メ
・
資
料
は
、
冊
子
に
し
て
、
会
員
に
配
布
す
る
予
定

で
あ
る
。

最
後
に
運
営
委
員
を
代
表
し
て
、
里
見
俊
秀
（
運
営
委
員
、
全
建
総
連
）
か
ら
、
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
了
し
た
。

経

過

報

告

（
要
旨
）

一
九
九
九
年
定
期
総
会
（
五
月
一
五
日
）
の
討
議
を
受
け
て
、
国
税
通
則
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
参
議
院
法
制
局
と
の
つ
め
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
部
修
正
し
た
法
案
を
作
成
し
、
五
月
二
八
日
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
を
確
認
し

た
。
そ
の
後
、
法
律
案
の
国
会
上
程
に
向
け
て
、
各
政
党
へ
の
要
請
、
請
願
行
動
を
展
開

し
て
き
た
。
以
下
行
動
報
告
。
（
要
旨
）

一
九
九
九
年
六
月
三

0
日
「
納
税
者
の
権
利
保
護
の
法
制
化
を
す
す
め
る
市
民
の
つ
ど

し•
国
会
議
員
七
名
（
民
主
、
共
産
、
社
民
）
秘
書
五
名
（
自

民
ほ
か
）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

•
一
―
六
名
参
加
。
国
税
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

I
—
ー

案
鳳
認

い
ー全
政
党
ーヘ
の
要
請
、
請
願
署
名
運
動

ーヘ
。

七
月
二
七
日
「
納
税
者
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
の
法
制
化
に
つ
い
て
参

加
要
請
に
つ
い
て
、
各
政
党
の
取
り
組
み
状
況
」

・
民
主
党
（
金
田
誠
一
議
員
）
党
の
税
調
で
取
り
上
げ
て
い

＜
 

・
共
産
党
（
池
田
幹
幸
議
員
）
共
同
提
案
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

・
社
民
党
（
浜
田
健
一
議
員
）
民
主
党
に
は
た
ら
き
か
け
た
。

九
月
二
日
民
主
党
・
河
村
た
か
し
衆
議
院
議
員
（
党
税
調
副
会
長
）
に

要
請
と
懇
談
（
北
野
、
谷
山
ほ
か
）

・
自
民
党
議
員
を
含
め
た
議
員
連
盟
構
想
を
検
討

二
0
0
0
年
三
月
ニ
―
日
「
納
税
者
の
権
利
保
護
規
定
の
法
制
化
を
求
め
る
請
願
及
び

各
政
党
へ
要
請
す
る
集
会
」

・
集
会
は
北
野
弘
久
代
表
挨
拶
、
経
過
報
告
、
要
請
決
議
、

請
願
書
の
集
約
を
行
な
っ
た
。
参
加
者
五
一
名
。

・
請
願
署
名
集
約
状
況
（
三

0
、
九
七
二
名
）

全

鹿

連

関

係

一

七

、

五

八

八

大

阪

新

人

会

関

係

九

、

ニ

―

―

他

新

人

会

関

係

三

、

七

七

〇

T
C
フ

ォ

ー

ラ

ム

事

務

局

二

三

八

全

建

総

連

関

係

一

六

五

・
政
党
請
願
は
次
の
議
員
等
に
行
な
い
、
請
願
署
名
を
わ
た

し
た
。

河
村
た
か
し
衆
議
院
議
員
（
民
主
党
税
調
副
会
長
）

北
川
一
雄
衆
議
院
議
員
（
公
明
党
税
調
事
務
局
長
）

石
井
啓
一
衆
議
院
議
員
（
公
明
党
税
調
副
会
長
）

佐
々
木
憲
昭
衆
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
大
蔵
委
員
）

宇
都
宏
昭
•
前
田
恭
宏
（
社
民
党
政
審
事
務
局
員
）

四
月
二
七
日
海
江
田
議
員
、
河
村
議
員
と
の
話
し
合
い
（
村
上
、
吉
本
）

・
今
国
会
中
に

2
ー
3
回
ヒ
ャ
リ
ン
グ
し
た
い
。

な
お
、
納
税
者
の
権
利
保
障
を
め
ざ
す
運
動
は
、
各
界
・
各
地
に
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
り
、

大
阪
の
学
習
会
、
請
願
署
名
運
動
や
、
神
奈
川
で
は
「
納
税
者
憲
章
法
制
化
を
求
め
る
会
」

が
結
成
さ
れ
た
。
（
四
月
ニ
―
日
）
。

五
月

三
日

T
C
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
納
税
者
の
権
利
憲
章
を

の
定
期
総
会
を
開
催
！

且

lg蕊
唸
戊
心
望
村
望
，
h

望

g
=-＇h望
且

§lg'lg望，
h

望
稔
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算 書
1 9 9 9年 4月 1日

2 0 0 0年 3月 31日 （単位：円）

T
C
 

TC 

収 入 の 部 支 出 の 部

科目 予算額 決算額 内 六合 科目 予算額 決算額 内 穴合

前年度繰越 1, 642, 800 1, 642, 800 総会費 360,000 239,954 上婦会館会場費残金 (99年5月分） 45,045 
普通預金 506,130 上婦公館2000年（使冊料・看板代） Iり金 140,332
手持現金 1,136, 670 餘会パンフ冊テープむこし代 54,577 

1, 642, 800 

会費収入 2,100,000 1, 328, 000 個人 642,000 通信費 50,000 36,204 事務所電話代
団 体 686,000 

受取利息

゜
406 印刷発送費 1, 200, 000 591,950 西桜印刷 286,019 

（ニュース1圃、パン71籍罰）
発送切手代など 305,931 

支払手数料 12,000 7,200 郵便振込手数料

支払家賃 240,000 240,000 事務局家賃 20, 000 X 12 

予備費 100,000 

゜次期繰越金 1, 780, 800 1, 855, 898 許通預金 1.729,160、手許現令 126,73 

合計 3,742,800 2, 971, 206 合計 3,742,800 2,971,206 

臣ヒ
Ill] 査 報 告 書

TCフォーラムの自1999年4月1日～至2000年 3月31日の会計監査を行ったところ、会計処理、帳票の保存等すべて適正に処

理されていることを報告致します。
2000年 5月8日

2000年度•T 役員名簿

区分 氏 名 所 属 等

代表委員 1 池 上 惇 京都大学名誉教授、財政学・租税論
2 大江 志 乃 夫 茨城大学名誉教授、評論家
3 北野弘久 日本大学教授、憲法・税財政法

運営委員 1 石 村 耕 治 朝日大学教授、税法
2 粕谷晴江 税理士
3 金 井 清 吉 弁護士
4 小 池 幸 造 税理士
5 河 野 先 税理士
6 湖 東 京 至 静岡大学教授、税法
7 里 見 秀 俊 全建総連
8 鈴 木 章 税理士， 谷 山 治 雄 税制経営研究所所長
10 辻村祥造 税理士
11 鶴見祐策 弁護士
12 富山泰一 税理士・税経研究センター
13 鳥 居 義 昭 税経新人会全国協議会理事長・税理士
14 橋 本 和 枝 税理士・元全国青年税理士連盟会長
15 早 坂 義 郎 全商連
16 益子良 税理士
17 村 上 晴 男 税理士

事務局長 湖 東 京 至 静岡大学教授
事 事務局次長 吉 本 貝= 税理士

事務局員 川村造達 全建総連

務
鈴木 章 税理士
田中嘉男 全商連
辻村祥造 税理士

局 益子良 税理士
村上晴男 税理士

会計監事
西川 進 税理士・不公平な税制をただす会
早 川 孝 行

アイウエオ順

会計監査

同

早

西

ォ
ー

民
主
党
税
調
勉
強
会
で
提
起

ム
本
年
度
活
動
方
針

ォ
ー
ラ
ム
の
皆
様
へ

衆
議
院
議
員

ー

、

ー

，

孝 行

進

河
村
た
か
し

総
選
挙
を
経
て
次
期
国
会
に
引
き
つ
い
で
い
く

五
月
二
三
日
午
前
八
時
か
ら
民
主
党
税
制
調
査
会
役
員
勉
強
会
「
納
税
者
の
権
利
と
国

税
通
則
法
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
に
益
子
、
吉
本
、
村
上
が
出
席

し
、
約
四
0
分
報
告
と
要
請
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
若
干
の
質
疑
・
討
議
さ
れ
、

こ
と
に
な
っ
た
。

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
は
」
）
は
会
則
に
則
り
、
我
が

国
に
お
け
る
納
税
者
（
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
ー
）
の
権
利
確
立
、
納
税
者
の
権
利
保
護
の

た
め
、
「
納
税
者
権
利
憲
章
」
（
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」
及
び
「
税
務
行
政
手
続
法
」
）
の

制
定
を
目
指
し
、
以
下
の
諸
活
動
を
行
う
。

一
、
「
納
税
者
権
利
憲
章
」
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」
「
税
務
行
政
手
続
法
」
な
ど
の
法
制

定
を
目
指
し
各
党
、
各
議
員
に
対
し
要
請
行
動
を
行
う
。

二
、
当
面
、
議
員
立
法
に
よ
る
国
税
通
則
法
改
正
案
の
成
立
を
目
指
し
要
請
行
動
を
行
う
。

三
、
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
を
求
め
る
請
願
署
名
運
動
を
展
開
す
る
。

四
、
ニ
ュ
ー
ス

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
中
央
情
報
）
を
臨
時
発
行
す
る
。

五
、
納
税
者
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
実
情
を
調
査
・
集
約
し
、
広
く
世
論
に
訴
え
る
。

六
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
随
時
開
催
す
る
。

七
、
全
国
各
地
に
お
い
て
こ
の
運
動
を
推
進
す
る
。

八
、
会
員
の
拡
大
を
行
い
組
織
を
強
化
す
る
。

納
税
者
権
利
憲
章
、
税
務
調
査
手
続
の
法
定
と
も
に
ま
ち
が
い
な
く
新
し
い
時
代
の
要

請
で
す
。

バ
タ
バ
タ
ッ
と
一
気
に
立
法
化
で
き
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
い
。
き
っ
と
御
期
待
に
応
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
御
盛
会
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

も
う
少
し
時
間
を
下

オ 算
自

至

2000年 4月 1日

2001年 3月31日
（単位：円）

収 入 支 出

科 目 内 訳 金 額 科 目 内 訳 金 額

前期繰越金 1, 855, 898 総 会 費 総会関係費（含む講師謝礼） 360,000 

郵 便貯金

゜普 通預金 1, 729, 160 通 信 費 電話代 50,000 

現金手許在高 126, 738 

会費収入 個人 6, 000 X 230 ;= 1, 380, 000 1, 980, 000 印刷発送費 ニュース 2回 400,000 

団体 600,000 パンフ・封筒等印刷費 800,000 1, 200, 000 

支払家賃 @2万円 X12 = 240, 000 240,000 

支払手数料 12,000 

予 備 費 100,000 

次期繰越金 1, 873, 898 

ムロ 計 3,835,898 合 計 3,835,898 


